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舞台は現在のモンゴル。
様々な伝統音楽と二人の旅が交錯する
ドキュメンタリードラマ

2007年、監督の亀井岳はモンゴルの旅において、ホーミーの名人の息子であるザヤーと出会った。口数の
少ない彼は言った。「ホーミーは遊牧民のものだよ」―。

豊富な地下資源のために外貨があふれだし、近代化へと急速な変化を遂げている現在のモンゴル。首都ウ
ランバートルには現金収入を得るため、遊牧民たちが遊牧をやめて移住するようになっていた。それは、自然
の中で育まれてきた遊牧民による本来の「ホーミー（喉歌）」が、失われつつあることを意味している。一方で、
観光客相手にお金が稼げるホーミーを習う人が増えているという現状。

ザヤーの言葉は、この現状に戸惑っているかのようだった。なぜなら、彼自身もウランバートルにいる遊牧民
の一人なのだ。

映画『チャンドマニ ～モンゴル ホーミーの源流へ～』は、ホーミーの故郷「チャンドマニ村」を目指す二人の青
年が、モンゴル人である自分自身と向きあう旅を描いたドキュメンタリードラマ。馬頭琴、長唄などの伝統音
楽にのせて、現在のモンゴルに生きる人 を々静かに映し出した作品である。風の中に溶けこんでいくようなホー
ミー、少数民族による昔ながらの芸能など、心に響く音の数々が散りばめられている。

本作が長編劇映画初監督作品となる映像作家・亀井岳は、モンゴルの旅をきっかけに、「遊牧民の生活と
美しい自然の中で育まれてきた本来のホーミーを、今、映像に刻み付けておかなければならない」という強い
思いから映画制作を決意。2008年、古木洋平と共に厳しい冬のモンゴルで撮影をおこなった。

撮影が旅なのか、旅が撮影なのか、ひとつずつの出会いがこの作品を完成させていく。

INTRODUCTION イントロダクション
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都市と草原、生きる人それぞれの響きがある
旅の向こうに、聴こえてくるのは̶̶

モンゴルでホーミーの発祥地と知られる「チャンドマニ村」は、首都ウランバートルから西へ約1500km離れ
たホブド県にある小さな村。そこに住むホーミーの名人ダワージャブは、昔ながらの遊牧生活をして暮らして
いる。しかし、彼の息子であるザヤーはお金にならない遊牧民の生活から離れ、仕事を求めて首都ウランバー
トルにいた。不器用な性格のザヤーは、いつまでたってもいい仕事に就くことができない。アパートの屋上で
故郷に続く空を眺めながら、ホーミーを唱うことが彼の唯一の慰めだった。

ある日、ザヤーは幼なじみの友人がウランバートルの北の地で遊牧をしていることを知る。久しぶりにその
友人を訪ね、大いにホーミーを唱い、語り合い、遊牧の仕事を手伝う。そこで、あらためて自分が遊牧民で
あることを感じたザヤーは、ウランバートルから故郷チャンドマニ村に帰ることを決心した。

時は同じくして、ウランバートルにある民族芸能の劇場で人気スターとして活躍するダワースレンという青年
がいた。彼は自信家であり、都会人らしいさっぱりとした性格で、美しい妻と幼い子どもと共に何不自由のな
い毎日を過ごしていた。

正月が近づいた頃、ダワースレンは劇場の楽屋でホーミーの発祥地と言われるチャンドマニ村の話題を聞
いたのをきっかけに、村へ行ってみたい衝動にかられる。

しかしながら、正月の時期とあって飛行機はすべて満席。仕方なくザハ（市場）から出発する長距離バス
に乗り込むと、そこにはチャンドマニ村へ帰ろうとしているザヤーがいた。ダワースレンとザヤーはお互いがホー
ミーの唱い手と知ることもなく、村へと向かう。すし詰めの狭い車内に最初は慣れないダワースレンだったが、
人 と々触れ合い唄を歌い、モンゴルの大自然を目の当たりにするにつれ、自分自身の中にある遊牧民の血に
気づき始める。

ホブド市に到着するバス。ザヤーはチャンドマニ村に向かい、ダワースレンは村を越え、さらに西を目指す…

STORY ストーリー



�

そのダワースレンのホーミーを聴いたとき、音楽を聴いている感じがしなかった。不思議な音が耳から入っ
てきて抜けていく、その音が頭の中を通るときに様々なイメージをふくらませて抜けていく。たくさんの鮮やかな
色のふくらみをもって、耳からプゥーッと霧のように抜けていった。
2006年にトゥメンエフ劇場で初めて生で聴いたホーミー。その不思議な歌がどのような場所で生まれたの

か。アルタイ山脈の麓のチャンドマニ村に立ってみたくて、モンゴル人と一緒にすし詰め状態のバスに乗り込
んだ。
1500kmの道のりを、2泊3日で走りっぱなしの旅。隣のおばさんと抱き合って寝る。隠れるところのない草

原で用を足し、片膝をついて茶をすする。スタックしたバスをドロドロになりながら押した後は、星を見ながら
みんなで歌う。まったく違う生活習慣なのに、ものすごく近い肌の感覚。モンゴルの人の自然に対する清潔な
関わり方は目や耳からだけではなく、からだの内に染み入ってきた。
バスは西の主要都市ホブドに到着。さらにチャンドマニ村まではジープで6時間を要する。ホーミーの名人、

ダワージャブさんに会うためチャンドマニ村へ到着したのは、もうすでに日が沈んでからだった。月明かりに照
らされて広い草原にぽつんとたたずむゲル。残念ながら、ダワージャブさんはウランバートルに行って留守らしく、
ゲルから現れた彼の奥さんと娘さんが私をやさしく招き入れてくれた。居心地のいいゲルの空間で、私たちは
お茶をすすりながら、お互い通じない日本語とモンゴル語で会話を交わしていた。
夜中、ゲルを取り巻く家畜のくしゃみや咳の音が壁のフェルト越しに聞こえる。草原を背にして天窓から星

をあおぎ、360度をたくさんのヤギや羊たちが囲んでいるという不思議な密度を感じて、ようやく自分がチャンド
マニ村にいることを実感する。

朝、外に出て70km先のハル湖に光る朝日を眺めていると、何となく、当然のように映画を撮る事を決めて
いた。

そして、撮影は1年半後の2008年2月から始まった。

DIRECTOR'S MESSAGE ディレクターズメッセージ

亀井 岳（監督）

～ 映画を撮ろうと思った日 ～
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PRODUCTION NOTE プロダクション ノート

■ 好調なスタートをきった1回目の撮影
モンゴルでの最初の撮影は2008年1月31日。監督の亀井と私は、早朝大阪を出発しソウル経由でウランバート

ルに到着。初めて体験する零下の寒さに思わず身が引き締まる。早速、主人公であるザヤーと合流し、ガンダン
寺近くの安宿で撮影の打ち合わせ。翌日、市内のレストランでもう一人の主人公ダワースレンと初めて会う。亀井が
プロジェクトシートを使って丁寧に内容を説明。もし彼にその気がなければ脚本自体を変えなくてはならなかったが、
その心配もなく即答で「OK」をもらった。
当初、出演者や現地スタッフの確保、テスト撮影が目的だったが、予想を上回る早さで段取りが進んだので早

めに撮影に取りかかることにした。

■ 零下40度の真冬のモンゴルで四苦八苦
　モンゴルに来て数日後、亀井はもう一度脚本をつめ直した。軸になるのは、2月8日に迎えるチャンドマニ村での
正月シーン。時間的に考えるとウランバートルの撮影からでは正月に間に合わないので、映画の後半シーンから撮
ることにした。
　ウランバートルから1500kmも離れたチャンドマニ村に向かって、ザヤーの友人の車で2日間かけて雪原の中を走
り続ける。今まで味わったことのない冷気が、冬用の登山靴や何枚も重ねた靴下を通り越し指先から熱を奪う。そ
んな厳しい寒さの中で救われたのは、休憩の度に見知らぬ人から振る舞われる熱いお茶。そして、景色だ。ただ
の真っ白と思っていた冬景色が、なんとも言えないたくさんの色と光で構成されている様に釘付けになった。
　2月8日、チャンドマニ村で正月風景を撮影。何百年以上も続いてきた年に一度の大切な日。この日を迎える喜
びを心から感じている村の人々。ザヤーが正月の挨拶回りをするシーンを撮ったときは（本編ではカットされた）、どこ
のゲルを訪問してもみんなが笑顔で歓迎してくれた。モンゴル人の温かさを改めて知った。
　村に滞在中は、幼稚園内の使っていない部屋を間借りした。夜は零下40度にもなるが、夕方にはヒーターが切
られる。つねに寒さとの闘いだ。水は凍った川の水を溶かして使う。風呂はなく、水を沸かし髪を洗い体を拭く。
食料品店は正月のためすべて店じまいで、なんとか手に入れたカップラーメンで空腹をしのぐ。
　2月12日、名人ダワージャブさんのホーミーを撮影。彼は体調が良くないと言いながらも、地底から響くような素晴
らしいホーミーを披露し、思わず鳥肌が立った。もちろん一発でOKを出す。
　2月13日、オボーの丘を定点撮影。羊の群れを引き連れたダワージャブ親子が、丘でホーミーの練習をしている
遊牧民の少年の前を通るシーンだ。氷った湖の上に三脚を立ててのロングショット。刻一刻と陽が上がると共に氷
が溶け出していく。彼らが通り過ぎた後を追って、カメラを抱えながら走る。本番一回のみの撮影という緊張感で焦っ
たのか、私は氷の上で横転してしまった。幸いカメラのレンズカバーが破損するだけに留まったが、このとき緩んで
しまったレンズの所為で、後半、真冬の大地に沈む夕日をレンズを抑えながら撮影し続けるハメになってしまった。

古木洋平（撮影）
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■ 小型バス撮影時のトラブルとラッキー
　チャンドマニ村からホブドへ移動し、カザフ族の演奏シーンの撮影を終える。宿泊先のホテルは、陽のあたらない
部屋しか空いていおらず、まるで業務用冷凍庫の中にいるような感じだ。しかしなぜだろう、感覚が麻痺したのか、
亀井はしたたり落ちる水のシャワーで頭と体を洗っていた……。
　翌日からは小型バスで移動するシーンの撮影に入る。二日間かけてようやく見つけたバスの運転手に、現地人の乗
客と、カメラをまわせる席を確保するようにと頼んでおく。ところが当日、バスの中は帰省先から首都に帰る元気な学生
でぎゅうぎゅう詰め。頼んでいたことと違うじゃないか！　まわりの現地人も巻き込んで揉めに揉め、スケジュールの変更
やむなし。がっかり気を落としていると、偶然横を通った一台のバス。運転していたのは、亀井が初めてチャンドマニ
村を目指したときの運転手であった。感動の再会もほどほどに事情を伝えると、明日の出発で撮影を承諾してくれた。
　映画の後半シーンから撮影していくというのは実に妙な感じであった。本編ではウランバートルからホブドに向かって
バスで移動するのだが、実際の撮影では逆。ホブドで乗客が下車するところから始まり、ウランバートルに近づくにし
たがってホブドに近づくという設定である。
　亀井が考えた綿密な撮影計画の中で、最も印象的だったのはバスの中で乗客がチョコレートを分けあうシーンだっ
た。給油のタイミングを見て、亀井は前もって用意していたチョコレートをダワースレンに渡した。おそらくあそこで演技
をしているのは彼一人だけで、残りの人たちはカメラを気にすることなく、自然な振る舞いをしていたと思う。本編と同
様に、長いバスの旅中でみんなは次第に心を通わせていった。

■ 2度目の冬の撮影へ
　2008年10月9日、2度目の冬のモンゴルでの撮影に入る。日本で映画を応援してくださる方々からの紹介などによっ
て、段取りはうまく進んでいった。今回は飛行機でホブドからチャンドマニ村へ向かう。久しぶりに再会したザヤーは少
し太っており、しかも前回撮影で使った衣装をなくしていて、私たちは呆れてしまった。
　最初は村に住む少年の生活を撮影。この少年はストーリーに絡むことはないが、遊牧民の次の世代がホーミーを
練習するという未来を象徴する意味として大切なシーンだった。ホブドへ移動し、センゲドルジさんの紹介で様 な々モ
ンゴル音楽の演奏風景をおさめる。初めて耳にする演奏と、彼らの力強い生き様に圧倒され、本当に素晴らしい場
所に自分がいることを実感した。
　次は、ザヤーの友人、アイナが暮らす田舎フトゥルへ出発。中国の北京からモンゴルを縦断し、ロシアのイルクーツ
クに抜ける国際列車に乗っていった。夕陽でオレンジ色に染まる高原の中で、ザヤーとアイナがチャンドマニ村に帰る
事を決意するシーンを撮影する。ここでの宿泊先は倉庫として使われているゲル。床にも壁にもフェルトを張っていない
ためとても寒い。服を何重にも着込み、ストーブで十分暖めてから就寝するが、明け方にあまりの寒さに目を覚ます。ペッ
トボトルの水はガチガチに氷っていた。10月とはいえ零下15度にもなる場所では当たり前の話だった。
　ウランバートルへ戻り、雑貨店や羊工場の撮影、ナレーション録音と順調に事は進む。最後はトゥメンエフ劇場のシー
ン。出演者が来なかったり、劇場が休館になったりと最後までトラブルに見舞われながらも何とかすべてを終えた。
　途中、私たちは何度も出演者やスタッフと激しく意見をぶつけ合った。せっかくここまで来たのに、これでこの映画
は完成できないかもしれないと思う事は一度や二度ではない。しかし最後まで粘り強く前に進めたのは、私たちのモン
ゴル人に対する敬意と、彼らのプライドがあったからだと思う。帰り際、現地スタッフと固い握手を交わし、映画の完
成とモンゴルでの（暖かい時期での）再会を固く約束した。
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CAST キャスト

STAFF スタッフ

■ダワースレン　Damjin Davaasuren
モンゴル・オブス県出身。ウランバートルのトゥメ
ンエフ劇場に在籍するホーミー唱者。ホーミーと
同様に横笛も名人級の腕前である。外国から
の要人が訪れた際には必ず彼のホーミーが披露
される。「教育文化科学省奨励賞」受賞。

■ザヤー　Davaajav Batzaya
ホーミーの名人ダワージャブ氏の息子であり、幼
い頃より父からホーミーを伝えられる。地元や国
内のホーミーコンテストでの優勝・入賞多数。モ
ンゴルホーミー連盟会員。ホブド大学観光日本
語科卒業、現在はウランバートルでの観光業と、
地元での遊牧をかけもちで励んでいる。

■亀井 岳　KAMEI Takeshi （監督・脚本・編集・制作）
1969年生、大阪府出身。大阪芸術大学美術
学科卒業、金沢美術工芸大学大学院修了。
2001年、造形から映像制作へと転身。07年モ
ンゴルの旅でホーミーと出会い、映画制作を強く
思う。08年モンゴルで撮影、09年夏、映画『チャ
ンドマニ ～モンゴル ホーミーの源流へ～』を完
成。同年10月渋谷アップリンクにて先行上映会
をおこなう。現在、次回作を準備中。

■古木洋平　KOGI Yohei （撮影）
1981年生、鹿児島県出身。大阪芸術大学写
真科中退後、写真の制作活動と平行してイメー
ジフォーラムで映像表現を学ぶ。約1年の中南
米撮影旅行中に亀井と出会い、本作に撮影監
督として参加。次回作でも撮影を担当する予定。

※モンゴルでは、それぞれの民族・部族に伝わる伝統芸能を、生活の中で教え、体得してゆく伝統が今も残る。それは、地域の音楽的才能を持ったものが、
多くは幼いころから、家庭で、または地元住民からその技能を習得し、受け継ぎ、また次世代へと伝えてゆくのである。こうした人 は々、国からの表
彰を受けることもなく、音楽学校等でのいわゆる専門教育は受けていないが、優れた芸術性を有する者も多く、地域の伝統文化の担い手として、地
元住民の尊敬を集める。以下の3人は、いずれも、こうした「民衆の中の芸術家たち」である。

■ダワージャブ　Rentsen Davaajav
ザヤーの父親。チャンドマニ村出身のホーミー唱
者、マグタール（賛歌）唱者、オルティンドー唱者。
モンゴルホーミー連盟創立者の一人。「モンゴル
国文化勤労賞」受賞。モンゴル国内では有名
なホーミーの名人であり、長唄をホーミーで奏で
るなど、他のホーミー唱者が真似のできない才
能を持つ。国内外のコンテストでの優勝・入賞
多数。台湾、ヨーロッパでの公演経験もある。

■センゲドルジ　Cengedorzh
チャンドマニ村出身。ホブド県にある国立ホブド
歌劇場に在籍するホーミーの名人であり、俳優、
演出家としても活躍。あらゆるホーミーの唱法を
体得している。国内外のコンテストでの優勝・入
賞多数。日本をはじめ諸外国での公演経験も豊
富。芸術関係者に贈られる最高の賞「モンゴル
国文化芸術功労賞」を受賞。ダワージャブ氏とは
古くからの友人関係にある。

■ドゥゲルさん
ホブド県ツェツェ
グ村出身、モン
ゴルのハルハ部
族。85歳。遊牧
民。父や祖父も
優れた歌い手で
あった。約 60曲
のオルティンドー

が歌える。ホブド県民族芸能祭や村のナー
ダムなどで歌い、昼夜歌い通しても、声が
かれることはない。

■ザグドさん
ホブド県ドート村
出身、モンゴル
のウリアンハイ部
族。90歳。遊牧
民。若い頃ホブ
ド市で車の修理
士をしていたこと
もある。馬頭琴

の祖先といわれるイケルの演奏、マグタール
（賛歌）を歌いながらのトブショールの演奏、
民謡のボギノ・ドーを歌う。ドート村の芸能
祭には常に招待され、参加している。

■ラミヤさん
ホブド県ホブド村
出身、カザフ民
族。40 歳。教
員資格を持ち、
かつては教壇に
立っていた。ドン
ボを演奏しながら
カザフ民謡を歌

う。また、カザフ舞踊も堪能である。地方で
の芸能祭に参加している。
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■ホーミー　Khuumii 
ホーミー（フーミーとも）は、アルタイ山脈周辺民族の間に伝わる喉歌と呼ばれる歌唱法。喉の筋肉を極度
に緊張させ、しぼりだすように発声する。いくつかのスタイルに分けられ、分類法はさまざまである。本作に登
場するセンゲドルジ氏によれば、以下の3つに分類される。

①ハルギア・ホーミー：低音のみで、明確な旋律はない。仏教寺院で僧が読経する際などに使われる。
本作でも、読経シーンがある。
②ハルヒラー・ホーミー：低音のみで旋律を歌うほか、ツォールという縦笛と一緒に演奏する。ホーミーの
基本中の基本である。（※本作ではセンゲドルジ氏自身がツォールとの同時演奏と、エンドロールでのアル
タイ賛歌をこの歌唱法で歌っている）
③アルタイ・シンゲン・ホーミー：うなるような低音と口笛のような高音を同時に発声する。高音部で旋律を
奏でるが、筋肉の緊張が極度に達するため、歌詞を歌うことは不可能。現在、一般に「ホーミー」として
認識されているのは、この歌唱法である。

このほか、人により「喉のホーミー」「胸のホーミー」「鼻のホーミー」など、発声時に主となる体の部位による
分け方もある。喉歌（モンゴルではホーミーと呼ばれる）は西モンゴルのみならず、ロシア連邦トゥバ共和国、
アルタイ共和国、中国の新疆ウイグル自治区などアルタイ山脈周辺の民族に認められる芸能である。現在で
は、モンゴル国全土でおこなわれるようになり、中国の内モンゴル、およびロシア連邦カルムイク共和国、ブリ
アト共和国でも歌唱されるようになっている。

■馬頭琴（モリンホール）　Morin Khuur
モンゴルの遊牧民の間に古くから伝わる代表的な民族楽器。木製の棹、四角い共鳴箱に2本の弦から構
成され、弓で弾く擦弦楽器である。モンゴル名「馬の楽器」が示す通り、弦も弓も馬の尾の毛でつくられ、棹
の先端は馬の頭部の木彫で飾られる。「草原のバイオリン」とも呼ばれるが、馬頭琴は旋律を奏でるにとどまら
ず、草原の風、馬のいななき、疾走する馬群のひづめの音など、およそ表現できないものはないと言われる。
独奏からオーケストラまで、幅広い形式で演奏され、民族舞踊の伴奏としてもポピュラーである。民族の祭
典ナーダムではもちろん、暮らしの中の宴会や祝い事などで演奏されることも多い。
その起源説話は、絵本「スーホーの白い馬」によって日本でも広く知られるが、モンゴル国では「フフーナム
ジル」の伝説として語られるのが一般的である。モンゴル国では、「国の楽器」に指定され、「一家に一台馬
頭琴」との大統領令も出されたほど、民族固有の文化を代表する特別で名誉あるものとされている。

■長唄（オルティンドー）　　Ｕｒｔｙｎ ｄｕｕ
モンゴル民謡の二大形式のひとつ。長く伸ばす歌唱法から、オルティン（長い）・ドー（唄）と呼ばれる。こ
れに対し、もうひとつの形式はボギノ（短い）・ドー（唄）という。オルティンドーの表現力は豊かで荘厳。重要
な祝い事や祭りと結びつき、モンゴル社会において特別で名誉ある位置にある。民族の祭典ナーダムはもち
ろん、生活に密着した社会的・宗教的な祭礼で歌われる。自然を敬い、家族や友人への愛を歌い、人間
の運命への反省をも歌うオルティンドーの歌唱や楽曲は、遊牧生活と密接な結びつきがあるといわれる。その
歴史は、2000年も前に遡ると考えられており、13世紀の文学作品の中にも記載が見られるという。歌唱法
が日本民謡の「追分」と似ており、その面での研究者も多い。

MUSIC ミュージック

さお
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自然は、厳格である。豊かな恵みももたらすが、畏敬の心を忘れたものには、厳しい仕打ちを躊躇わない。

その過酷な自然と共存してきた、遊牧民たち。遊牧文化により、モンゴルの自然は、自然のまま保たれてきた。
モンゴルの遊牧文化は、3000年の歴史を持つ。たとえ都市部で生活していても、モンゴル人の心には、今
でも遊牧文化が生きているはずだ。それは、自然を敬い畏れ、共存しつつ生き抜いてゆく「強さ」と、出会っ
たものすべてを受け入れ、包み込んでしまう「優しさ」である。その懐は、モンゴルの大地と同じく、果てしなく
広く深い。

自然との共存生活の中で生まれてきた文化、習慣、礼儀、しきたりのひとつひとつも、大切な民族の財産
として伝えられてゆく。中でも、人に生きる喜びと希望を与えてくれるのは、歌、音楽、舞踊などの伝統芸能
ではないだろうか。モンゴルの伝統芸能は、特定の専門家だけのものではない。生活の大切な一部である。
民衆は皆、唱者、演奏者であり、且つ鋭い鑑賞者である。すべての人が、伝統芸能の担い手である。芸
術家は民衆の中から生まれ、民衆によって育てられるのだ。

チャンドマニ村のあるホブド県は、小さな地方都市に過ぎない。しかし、そこには、大きな舞台でスポットライ
トを浴びることはないが、民衆の中で育てられた優れた伝統芸能の担い手が、生きている。彼らの毎日は、遊
牧民として、父として、母としての普通の生活である。が、ひとたび、結婚式、子供の誕生などの祝祭や、
遊牧に関わる大事な行事があれば、民衆に乞われて唄い、踊り、楽器を奏で、喝采を浴びる。彼らはその
技能を駆使し、音楽によって祝祭ムードを盛り上げ、人 と々喜びをわかち合う。彼らの奏でる音楽は、民衆の、日々
の生活に密着し、日々の心に寄り添う。多くの伝統的な生活習慣とともに、伝統芸能は、モンゴルにおいて、本来、
生活必需品なのである。だから、彼らはどこででも、誰とでも歌う、踊る。

急速な発展で、生活は便利だが、モンゴルらしさが徐々に失われつつある首都ウランバートル。市場経済
に翻弄され、遊牧を捨て、生きるために職を求めてそこへ出て行かざるを得ない人々。悪化する治安、損
なわれゆく自然…。伝統芸能もまた、本来の姿が失われ、一部専門家だけのものになりつつあるのではないか？
　そこにモンゴルの心は生きているのか？

大地とともに生きるモンゴルの心を、今、モンゴル人自身が求めている。それは、実は世界中で求められ
ているものではないだろうか

COLUMN コラム

■木本文子　ＫＩＭＯＴＯ Ｆｕｍｉｋｏ
1961年生、広島県出身、広島市在住。広島大学学校教育学部卒業。日本語教師。1992年冬、民主化まもないモンゴルを訪れ、その自然と人と文
化に魅了され、モンゴル在住を決意。95年秋からウランバートルに8年間ののち、2003年9月、ホブド大学観光日本語科開設に伴い、ホブド県に移住。
09年秋まで通算14年間、4つの大学で日本語を教える。教え子の本作出演という縁で、在校生とともに翻訳作業に参加。

木本文子（映画『チャンドマニ』翻訳／日本語教師）

『チャンドマニ～モンゴル ホーミーの源流へ～』の背景
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■モンゴル国
かつてはユーラシアにまたがる覇権を
握ったモンゴルであるが、現在のモンゴ
ル国はそのうち、モンゴル民族発祥の地
であるモンゴル高原に位置する。モンゴ
ル高原では、紀元前700年ごろ遊牧文
化が起こり、紀元前3世紀の匈奴をはじ
め、古来さまざまな遊牧民族が国をつくっ
てきた。首都はウランバートル、国土面
積は日本の約4倍、人口約270万人。
国土の平均海抜は約1500m、内陸性
気候で、寒暖の差が激しい。冬はマイ
ナス40～50℃、夏には40～50℃に達することもある。
モンゴルといえば遊牧。自然と共存する遊牧文化は、この地域の生態系を約3000年間にわたり守り続けてきた。
美しい景観、稀少動植物が生息する国の自然保護区が数 あ々り、世界自然遺産に登録された地域もある。草原の
国というイメージが強いが、西部は4000m級の峰 に々万年雪をいただくアルタイ山脈がつらなり、北部は森林、南部
は乾燥したゴビと、様 な々自然景観が楽しめる。国民のほとんどはもちろんモンゴル民族だが、西部バヤンウルギー
県を中心に、カザフ民族、トゥバ民族など近隣国の民族も居住している。

■モンゴル民族
モンゴル高原を中心に、主に内陸ユーラシアに居住する民族。モンゴル語を母語とする。主要産業は遊牧。モン
ゴル民族固有の地について、伝統的に「興安嶺からアルタイ山脈まで」という表現があり、現在のモンゴル国はその
大部分を占めている。とはいえ、歴史的にモンゴル民族が居住してきた地域、即ち中国の内モンゴルおよび新彊ウイ
グル自治区、ロシアのブリヤート共和国、カルムイク共和国、さらにアフガニスタンにも、モンゴル民族は住んでいる。
人口は、モンゴル国に約270万人、内モンゴル自治区に約400万人、新彊ウイグル自治区に約15万人、ロシア
連邦ブリヤート共和国に約20 万人、ロシア連邦カルムイク共和国に約12万人、アフガニスタンには数百人である。
モンゴル民族は20以上の部族に別れ、部族ごとに方言がある。居住地域も伝統的に決まっているので、出身地
を聞けば、どの部族か見当がつく。
遊牧民族として知られているが、近年、牧畜をやめて都市や農村に居住する割合もかなり高くなっている。宗教は、
伝統的な蒼天を敬うシャーマニズムと、16世紀以降取り入れたチベット仏教のゲルク派（黄帽派）で、歴史的文化的
にチベットとの関わりも深い。

■ウランバートル
モンゴル国の首都。四方を山に囲まれ、市内南部をトール川が流れる。その南のボグド山は聖なる山として信仰され、
最古の自然保護区として300年の歴史を持つ。近年、地方からの人口流入が激しく、全国民の3分の1以上が居
住する。モンゴル国の政治、産業、経済、交通、教育文化の中心として、特に民主化後の発展が目覚しい。一方、
人口の急激な増加により、慢性的な交通渋滞、大気汚染、水質汚濁、治安の悪化など、社会問題も多い。
2006年、大モンゴル帝国建国800年を記念して、政府庁舎前に巨大なチンギスハーン像が建てられた。市内に
は中国やロシアからの国際列車が到着するウランバートル駅、郊外にはチンギスハーン国際空港があり、外国人観
光客を迎えるモンゴル国の表玄関となっている。

■チャンドマニ村
ホブド県内17村の内のひとつ。人口約3000人。昔からホーミーがさかんで、多くのホーミー唱者を生み出した。近年、

「ホーミーのふるさと」として日本でもその名知られ、歌手の松任谷由実が訪れたこともある。村の大半がハルオス湖自
然保護区にふくまれ、海抜3700mのジャルガラント・ハイルハン山、その裾野に広がる草原、淡水のハルオス湖、ハル湖、
塩水のドゥルグーン湖など、さまざまな自然景観が楽しめる。ザブハン県に隣接し、広大なモンゴル砂丘も近い。ユキヒョ
ウ、ガゼル、サイガ、ハイイロペリカンなど、稀少な野生生物が多く生息する。

❶

RUSSIA

本編の旅路

ウランバートル

ホブド県

チャンドマニ村

CHINA

Mongolia
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■ホブド県（チャンドマニ村のある県）
ホブド県はウランバートルから西へ1425km、飛行機で約3時間、定期バスや不定期のミニバスで2泊3日かかる。
モンゴル民族を中心に13の民族・部族が居住し、「民族・部族の揺籃」と呼ばれる。県庁所在地のホブド市は、
2003年の国会で「西モンゴル地方5県（ホブド、オブス、バヤンウルギー、ゴビアルタイ、ザブハン）の中心都市」に
指定された。現在、西モンゴル唯一の総合大学であるホブド大学、総合病院、各種企業が集り、西モンゴルの教
育文化、経済、産業の集約地として、その機能を果たしている。ホブド大学には、観光日本語科が設置され、年
間十数名の卒業生を送り出している。市の西方を流れるボヤント川を歌う名曲「清きボヤント」は全国的に有名で、本
映画でも、ホブド行きのミニバスの中で歌われている。
ホブド県では、自然景観もステレオタイプのモンゴルとは一味違うものが見られる。県の北西から南東へかけてアル
タイ山脈が走り、その北はハルオス湖を中心とした大湖水地帯、南は中国と国境をなすゴビ地帯がひろがる。アルタ
イ山脈にはツァンバガラブ山、ムンフハイルハン山など、万年雪を頂く4000m級の高山が連なる。ホブド県の遊牧民は、
夏は乾燥した低地をはなれ、高山の中腹、海抜2500～3000ｍに近い川畔の草原に宿営する。ここをベースキャンプに、
万年雪まで乗馬トレッキングなど、ホブド県ならでの観光が楽しめる。

■ゲル（家屋）
主にモンゴル高原に住む遊牧民が使用している、伝統的な移動式住居。ゲルは折りたたみ式の壁を円形にたて、
中央上部の丸い天窓を中心に、壁に向かって放射線状に梁が渡される。これに羊の毛でつくったフェルト、さらに防
水カバーをかぶせる。戸口はほぼ南に向かっている。「包（パオ）」も同じものを指すが、これは中国人が、ゲルの外形
からつけた名である。
ゲルというモンゴル語は、この移動式住居のみを指す固有名詞ではなく、人が住む建物、つまり「家（うち）」を指す
一般名詞である。このことからもわかるように、ゲルは遊牧の民モンゴル人にとって、最も快適な「家」なのである。
ゲルは直径4～6m ほどで、中に入ってみるとけっこう空間があり、居住性も快適である。中央に炉を置いて暖をとり、
料理をするのに使う。内部は一家の主、客、男性、女性と、各々座るところが伝統的に決まっている。ゲルは解体30分、
設営1時間という短時間ででき、解体すればすべてがコンパクトにまとまるので、年間数度の移動をする遊牧には最
も適している。
都市部でも、マンションで生活する人のほかに、ゲルで生活する人たちがいる。家賃は日本円で350 円前後

（2005 年現在）と手頃。ただ、上下水道がなく、都市での生活には不便が多い。

■遊牧民
移動型の牧畜（遊牧）を生業とする人々。モンゴルでは馬、牛、ヤギ、ヒツジ、ラクダの五種の家畜を飼い、これを「五
畜」という。特に馬に対する愛情は、家族・友人同様である。
遊牧民は、一箇所に定住することなく、季節ごとに、その季節に適した牧畜が行える場所に移動する。移動先は、
家庭ごとに伝統的に決まった場所があり、けっして自由気ままに移動しているわけではない。春や冬場の宿営地には、
各家庭専用の家畜囲いが常設されているが、他人が勝手に入り込むこともない。ただし夏は、よりよい牧草地を求
めて例年とは違う場所に移動することがあり、旱魃など自然環境が厳しい年には、遊牧民間でいさかいがおこること
もある。
伝統的な遊牧生活は、完璧な自然との共存である。自然の牧草だけを飼料に家畜を育て、その肉と乳を食料とし、
毛、毛皮を衣類とし、余剰がでれば、物々交換で生活用品を手に入れる。小麦粉や野菜、絹織物などだ。家屋
や家具は木製だが、必要以上の伐採はしない。燃料は乾燥した家畜の糞だ。草、水など自然からの恵みを適度
に受けつつ、余分なものは決して奪わない。自然の恵みで営む生活からは、自然を汚染するゴミも出ない。全ては
自然に帰る。
近年は、プラスチックやビニール、ガラス製の生活用品など、自然に帰らないゴミが出るようになった。現金収入を
追及するあまり、過剰放牧で牧草地が荒れるなど、自然と共存する精神も失われつつあるようだ。自然災害で、ま
たは遊牧技術が未熟なために、失われる家畜も多い。子弟の教育のためには、現金収入が限られる。これらさま
ざまな理由で、現在、遊牧放れが社会問題になっている。ちなみにホブド県は、人口（約10 万人）のうち約40％
が遊牧民として生活している。

（監修：木本文子）

KEYWORDS キーワード ❷
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厳しい自然と共に生きる人々が、素晴らしい文化を育んできたことの一端が見えます。
軽薄で便利な見せ掛けの豊かさの対極とは？
風景が音楽を生み、人間の質が音楽の質を決める。さてその実態は………………。

─ 坂田明（ミュージシャン）

凍てついた大地に染みるホーミーや唄の響き。遊牧の民を暖める一服のお茶。
芯に染みる暖かさを想いました。かの地に適う音楽とは何であるかを、
少し識ったような気がします。  ─ こだま和文（DUB STATION）

大草原に流れる二つの時間の中に、一人の人間が同時に響かせる声。
─ 嵯峨治彦（ホーミー／馬頭琴奏者・民族音楽ユニット「タルバガン」）

街に出ることによって異なる生活習慣と出会い、自分の生活の舞台を見つめなおす。
そして、故郷に帰る選択を行う。淡い希望と、漠とした不安が入り混じったほろ苦い感情。
生涯の激動期を、静かに見つめる、製作者の暖かい視線を感じました。
この映画で彼らとともにチャンドマニ村に帰っていく経験を通じて、我々の生活自身が問われ
ているような映画です。ホーミー・ファンにとっては、本場モンゴル西部の著名なベテラン演
奏家が何人も出演しているところも見所となるでしょう。
─等々力政彦（フーメイ／ドシプルール奏者・民族音楽ユニット「タルバガン」）

人の暮らしの中で、宗教以前のレベルで先祖から受け継がれてきた唄や音楽が、今もモン
ゴルの一部では途絶えずに残っている理由を思い知らされた。子にクラシック音楽を習わせる
のとは別次元の音楽的な豊かさ（＝遊牧部族という生）が、国民唱歌風音楽との対比の内に、
見事に浮き上がる。 ─ モブ・ノリオ（作家）

COMENTS コメント

監督・脚本・編集・制作：亀井 岳　　撮影：古木洋平
出演：ダワースレン、ザヤー、ダワージャブ、センゲドルジ、他
後援：駐日モンゴル国大使館／在モンゴル日本国大使館／社団法人日本モンゴル協会
協力：財団法人横浜市芸術文化振興財団　協賛："NEW PROGRESS GROUP" Co.,LTD
2009年／日本・モンゴル／ DV ／ 96分／カラー／モンゴル語
配給：FLYING IMAGE　　宣伝：チャンドマニ上映実行委員会
公式サイト：http://www.chandmani.com

CREDIT クレジット

■日本文教出版 学び！ とシネマ【二井康雄】 http://www.nichibun-g.co.jp/?p=2349

■HOGAHOLIC【水上賢治】 http://www.holic-mag.com/hogablog.php?blogid=11&itemid=2062

■MANMMO.TV映画のある生活【多賀谷浩子】 http://www.mammo.tv/column/hiroko_tagaya/

■アジアウェーブ  CINEMA A【亜洲奈みづほ】 http://www.asiawave.co.jp/cinema/index.htm

■web DICE 【ユーザークロスレビュー】 http://www.webdice.jp/dice/detail/2314/

Web Reviews レビュー記事掲載

■Web【日刊サイゾー】 http://www.cyzo.com/2010/03/post_4118.html

■アートウェブマガジン【ヨコハマ創造界隈】 http://www.yaf.or.jp/yccmag/vol5/people.html

■【100年後の映画館のために】 http://injeu.blog16.fc2.com/blog-entry-10.html

Interview 監督インタビュー記事掲載


